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第３章 県土の地域別景観形成方針 

 
⑩ 飛騨地域 

■該当市町村 
 
高山市、飛騨市、白川村 

■区域 

■景観上の特性 

地 

形 
・ 

自 

然 

・ 宮川、庄川、高原川沿いに高山盆

地、古川盆地、宮盆地等が形成さ

れているほか、山間部が広がり、

東側の県境に飛騨山脈が、西側の

県境に両白山地がそびえる。 

・ 宮川、庄川、高原川は日本海に流

れ、水源地付近では数々の渓谷や

滝がある。 

・ 御母衣湖、高根乗鞍湖等の大水面

が位置する。 

・ 地域一帯に広大な森林が広がって

いる。 

軸 
 

線 

地域の骨格を形成する軸線として、

次のものがある。 

・ 河川：宮川、庄川、高原川 

・ 道路：国道 41 号、156 号、158 号、

360 号、361 号、471 号、東海北陸

自動車道、中部縦貫自動車道 

・ 鉄道：ＪＲ高山本線、神岡鉄道 

 

土 

地 

利 

用 

・ 山岳部の麓には、奥飛騨温泉郷を

はじめとする特色のある温泉地が

数多く存在している。 
・ 山間部では、豊かな自然と融合し

た集落地が形成されている。 
・ ライチョウで名高い中部山岳国立

公園、高山植物が豊かな白山国立

公園のほか、天生県立自然公園、

せせらぎ渓谷県立自然公園等の自

然公園がある。 
・ 高山市の古いまち並み、飛騨市古

川の美しい水と共存する古いまち

並み、白川村の合掌造り等歴史・

伝統文化を有する市街地・集落地

が位置する。 
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■景観構造図 
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■景観形成方針 

 
①豊かな緑に囲まれた山間の河川景観の保全 
・庄川、宮川、高原川等は、河川の上流域

でみられる渓谷や平湯大滝、銚子の滝、

宇津江四十八滝等の滝があり、国立公園

や県立自然公園の指定を受けているな

ど、豊かな緑に囲まれた良好な自然景観

が保全されている。 
・美しい自然の景勝地としての利用を図る

とともに、美しい河川景観の保全を図る

ことが必要である。 
 

宇津江四十八滝 

 
 
②山間の湖の大水面の水辺景観の保全と活用 
・山間部では、御母衣湖・高根乗鞍湖をは

じめとする豊かな緑に囲まれた大水面の

水辺の景観も見られる。 
・これらの美しい水辺景観の保全と眺望の

保全や親水空間の整備が必要である。 
 
 
 
 

御母衣湖 

 
 
③雄大な山岳景観や市街地の背景となる山並みの保全 
・市街地等からの眺望の対象として、穂高

岳や乗鞍岳等からなる飛騨山脈、白山を

主峰とする両白山地等の標高 3,000ｍ級

の高山が連なる雄大な山岳のスカイライ

ンが形成されている。また、高山盆地や

古川盆地の周囲の山々は、市街地の背景

となる山並み景観を形成している。 
・この雄大な山岳景観と、近景としての市

街地・集落地の背景となる山並み景観の

保全を図ることが必要である。 

飛騨山脈 
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④山麓における自然と調和した温泉地の景観の形成 
・北アルプス等の山麓には、奥飛騨温泉郷

をはじめとした大小種々の温泉地が形成

されている。 
・これらの温泉地においては、周辺の四季

折々の雄大な自然と調和した温泉地の景

観の形成が必要である。 
 
 
 

 

奥飛騨温泉郷 

 
 
⑤高山の古いまち並みを活かした景観の形成 
・高山は「小京都」とも呼ばれ、重要伝統

的建造物群保存地区のある古いまち並み

をはじめ、東山寺院群、陣屋等の歴史的

資源が数多くあり、歴史・伝統文化的景

観が形成されている。 
・これらの歴史的資源の保存を図ることに

より、高山の古いまち並みを活かした景

観の形成が必要である。 
 
 

上三之町(重要伝統的建造物群保存地区) 

 
 
⑥古川の古いまち並みを活かした景観の形成 
・飛騨古川の景観を代表する古いまち並み

をはじめ、まちの中を流れる瀬戸川、屋

台蔵等の歴史的資源が数多くあり、歴

史・伝統文化的景観が形成されている。 
・こうした美しい水と共存する古川の古い

まち並みを活かした景観の形成を図るこ

とが必要である。 
 
 
 

古川白壁土蔵街と瀬戸川 
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⑦白川郷の合掌造り集落を活かした景観の形成 
・白川村では、「白川郷・五箇山の合掌造り

集落」が世界遺産として登録されるなど、

合掌造りの建築物や田園等、地域の気候

風土に根ざした歴史・伝統文化的景観が

形成されている。 
・こうした白川郷の合掌造り集落を活かし

た景観の形成を図ることが必要である。 
 
 
 

白川郷の合掌造り集落 

 
 
⑧市街地郊外における田園景観の保全及び創出 
・高山市や飛騨市の市街地郊外部において

は、優良な農地とゆとりある住宅地が共

存する田園景観を形成しており、これら

の景観の保全を図る。 
・市街地郊外における優良な農地が減少し

ている傾向にあることから、農地保全に

留意しつつ、周辺環境との調和に配慮し

た景観形成が必要である。 
 

高山市郊外の田園景観 

 
 
⑨良好な市街地景観の形成 
・ほとんどが山地であり平地が少ないこの

地域では、高山市や飛騨市等の中心市街

地において市街化が進んでいる。 
・これらの中心市街地においては、都市の

景観を損う建築物等の規制や抑制を図る

とともに、公共施設や道路、河川などの

公共空間の緑化を推進するなど、良好な

市街地景観の形成を図る必要がある。 
 
 

高山市の市街地景観 
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⑩市街地における河川景観の形成 
・宮川、庄川、高原川等の市街地を流れる

河川は、身近な親水空間であり、良好な

河川景観を形成している。 
・自然を活かした緑地空間を整備すること

等により良好な河川景観の形成を図ると

ともに、川や川沿いから見える周辺の土

地利用においてもこうした景観について

十分配慮する必要がある。 
 
 

宮川水辺ふれあい公園 

 
 
 


